
 

 

（1）目 的 

勾当台公園は、多種多様なイベントが数多く開催され、年間 270 ⽇程度も使⽤されている市⺠広場、保存樹林
であるヒマラヤシーダに囲まれた勾当台通東側のいこいの広場等、賑わいや憩いの場として多くの市⺠に親しま
れている。 

当該公園の再整備後 30 年以上が経過し、施設に老朽化が見られる他、市役所本庁舎の建て替えに伴う新本庁
舎低層部・本庁舎敷地内広場・市⺠広場の⼀体的活⽤に向けた連携等を背景とし、本市中⼼部の更なる賑わいづ
くりや公園の価値向上等を目的に、勾当台公園全体の再整備基本構想を検討するものである。 

 
（2）勾当台公園の概要 

勾当台公園の概要を以下に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）構想策定に向けたフロー（懇話会の進め方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）関連施策との位置づけ（R3.3 現在） 

勾当台公園再整備に関連する施策が、下記のとおり進行している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（5）関連事業・計画との工程・スケジュール 

勾当台公園の再整備や関連事業等の検討スケジュール等は以下のとおりである。 

名 称 勾当台公園 

所在地 仙台市青葉区本町三丁目９－２外 

公 園 
種 別 

近隣公園 

規 模 26,887 ㎡ 

設置年 昭和 31 年 4月 1日 

改修年 
平成元年度 
(平成元年 8月 31 日全面改修) 

■エリア別面積 
【にぎわい広場(市⺠広場)】 

約 8,000m2 

【いこいの広場】 
約 15,000m2 

【歴史の広場】 
約 4,500m2 
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R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028） （2029） （2030）

設計

工事

低層部

せんだい都心再構築

プロジェクト
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事
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等

勾当台公園

再整備

勾当台・定禅寺通

エリアビジョン

本庁舎

建替え

定禅寺通活性化

基本構想 基本計画 設計
いこいの広場、
歴史の広場再整備

市民広場再整備

定禅寺通活性化のための検討・取組み

計画 設計

改修工事 先行解体 一期工事 外構 解体 二期 外構

供用開始

策定

活性化のための検討 活性化のための取組み等
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